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Ⅰ はじめに

 

 海外での生活には、事件や事故、病気、犯罪などといった様々な危険が隣り合わせで、

ミャンマーにおいても例外ではありません。当地で安全な生活を送るためには、健康に

留意することはもちろんのこと、現地の生活習慣を理解しつつ、「自分の身は自分で守

る」といった心構えを常に持つなど、適度な緊張感を持って生活することが何よりも大

切です。 

 

 当館では、ミャンマーで生活される皆様の安全に少しでも役立つよう、当地における

生活で注意すべき点や心構え、不幸にも事故などに巻き込まれた際の対処方法や緊急時

への備え・対応などについて、この「安全の手引き」を作成しましたので、参考にして

いただければ幸いです。 

 

また、本冊子はおおむね年に一度見直しを行っております。更に充実した内容とする

ために、皆様からの情報、御意見、またお気づきの点などあれば、是非当館領事部まで

お寄せいただきますようお願いいたします。 

 

３か月以上滞在される方は、忘れずに「在留届」を提出してください！！ 

 ●平素からの現地安全情報の伝達、事件・事故に遭われた場合の援護活動や緊急事態

等発生時の緊急情報伝達等、皆様の安否や連絡先等を確認するために必要となりま

す の で 、 「 在 留 届 電 子 届 出 シ ス テ ム （ ORRnet ） 」

（http://www.ezairyu.mofa.go.jp）から在留届を提出してください（領

事窓口への直接提出、郵送又はファックスでも提出することができます）。 

 

３か月未満の短期滞在の方は、「たびレジ」に登録してください。現地の最新の

安全情報を受け取ることができます！ 

また、当地に３か月以上長期滞在されている方も、当地以外の国に行かれると

きは滞在先の国を登録できます！！ 

詳細は HPで御確認ください。https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

 

 

 

http://www.ezairyu.mofa.go.jp/
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
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Ⅱ 安全の手引き  

１ 安全対策の基本的心構え 

海外で直面する様々な危険から身を守り、安全な生活を送るためには、自分の身の回

りに常に注意を払い、安全な環境を自らの努力で確保することが必要です。 

当地で安全に生活するための基本的な心構えとして、次のものが挙げられます。 

 

（１） 自分の身は自分で守る 

  何よりも自分と家族の安全は、自分たち全員で守るという強い心構えが必要です。

常に「何かあったらどうするか」に備えましょう。 

 

（２） 予防こそが最良の危機管理 

 「予防こそが最良の危機管理」であることを肝に銘じ、そのための努力を惜しま

ないようにしてください。例えば、警備員の雇用や警備システムの導入、玄関扉

や寝室の鍵を二重ロックにする等の防犯対策には、自らの努力と出費も必要で

す。 

 

（３） 最悪の事態に備え、行動は冷静に 

「備えあれば憂いなし」。事件・事故、災害といった緊急時に備え、常に最悪の事

態を想定し、いざという時に慌てずに迅速かつ冷静に行動できるよう、平素より物

心両面の準備を万全にしておくことが重要です。 

 

（４）最新かつ正確な情報の入手に努める 

 （ア）情報がなければ危険を回避することはできません。 

➢ いつ、どこで、どのような危険があるかを知る。 

➢ 情報入手により知った危険を避ける、防止する、軽減する。 

➢ 情報の作成日時を確認したり、うわさ話は情報源を確かめたりする等して、そ

の情報の信憑性を判断する。 

 （イ）常日頃から隣人、各コミュニティー、在留邦人等と良好な関係を築き、情報

を集め、いざという時にお互いが助け合えるようにしておくことをお勧めしま

す。 

 

（５）安全のための三原則 

 「目立たない」、「行動のパターン化を避ける」、「用心を怠らない」が海外で安

全に生活するための三原則と言われています。また、ミャンマー特有の文化、人々

の考え方、行動様式等を考慮した上で、無用のトラブルが生じないよう言動には十
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分注意することが望まれます。 

 

（６）住居の安全対策が生活の基礎 

 住居の安全対策、生活面の安全確保は大変重要です。これが確保されなければ、仕

事や生活に大きな影響を与える結果になりかねません。 

 

（７）心と体の健康管理に留意 

精神衛生と健康管理に十分留意してください。生活環境や習慣の異なる海外での生

活は、とかくストレスを感じるものです。生活面での心理的な悩みや仕事のストレ

スなどによって、精神面での不安や体調の異変を感じたときは、早め早めにチェッ

クを受けることが大切です。不安や悩み事はどんな些細なことでも一人で悩まず、

まずは家族や信頼できる友人等に相談してみましょう。また、健康のために体を鍛

えることは、犯罪被害や感染症の予防にもつながります。 

 

２ 最近の当地情勢・犯罪発生状況 

（１） ２０２１年２月、ミャンマーでは軍が非常事態宣言を発表し国の全権を掌握し

ました。現在も一部地域に戒厳令（夜間外出禁止令を含む。）が発令されており、

引き続き不測の事態が排除されない状況が続いているため、身体と生命への危険の

回避を第一に、十分注意して行動する必要があります。 

（２） ここ数年、犯罪情勢は悪化傾向にあると見られます。ミャンマー警察の公開資

料によれば、２０１０年から２０１４年のミャンマー国内における重要犯罪（抜粋）

と一般犯罪（抜粋）の認知件数の推移は以下のとおり上昇傾向にあります。なお、

２０１８年以降の犯罪統計は現時点で公開されていませんが、各紙報道によれば、

ここ数年、窃盗、傷害、強制性交といった犯罪が増加傾向にあります。 

 

【重要犯罪（抜粋）認知件数の推移】             （単位：件） 

 ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ 

殺人 １、３０５ １、３３７ １、２６４ １、３０８ １、３９７ 

強盗 １２ １１６ １４６ １７９ ２３９ 

強制性交等 ７３４ ７５６ ６８２ １、１０７ １、４０５ 

略取誘拐 ３ ２ ０ ３ １５ 

 

【一般（抜粋）認知件数の推移】               （単位：件） 

 ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ 

窃盗 ４、２２４ ４、５７３ ４、５８４ ５、０９９ ６、２４７ 
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薬物犯罪 ７３４ ６、７６３ ６、５７０ ８、７４８ ９、５２５ 

薬物犯罪 ７３４ ６、７６３ ６、５７０ ８、７４８ ９、５２５ 

 

（３） 少し古い統計になりますが、日本国警察庁のホームページによれば、２０１４

年の日本国内における主な犯罪の認知件数は、殺人９２０件、強制性交等１、１０

９件となっています。日本とミャンマーでは、統計のとり方などに違いがあるため

単純には比較できませんが、対人口比で犯罪認知率を比較してみると、殺人は３．

６倍ほどミャンマーで多く認知されており、強制性交等は若干ミャンマーの方が多

い程度です。しかしながら、ミャンマー治安当局が認知した犯罪は氷山の一角にす

ぎないと言われており、表沙汰になっていないだけで身近には危険な出来事が起き

得ると認識すべきでしょう。また、近年では詐欺、横領等の知能犯も増加傾向にあ

ると言われています。 

 

（４） ミャンマーでは、外国人は裕福というイメージがあり、日本人にもそういった

印象が定着しています。東南アジア地域で被害が多発しているいかさま賭博等の被

害は今のところ当館には報告されていない一方、邦人旅行者の被害例としては、イ

ンレー湖やバガン等からヤンゴンへの夜間長距離バスやヤンゴン市内の路面バス、

ヤンゴン市内のレストランや人気のない路上等でカバンなどから現金等を盗み取ら

れる被害が複数報告されています。また、アパートへの侵入・窃盗事件なども報告

されています。これら以外にも不動産に絡んだ投資詐欺や共同経営の話を持ちかけ

出資だけさせるといった詐欺被害も報告されています。 

 

（５） ヤンゴン市内では、主に工場労働者等の低所得者層が居住する郊外地区を中心

に、凶悪犯罪が発生しているとされています。例えば、ラインタヤー地区では、「窃

盗、ギャング強盗、けんか、レイプ、恐喝等が頻発」、「約７０万人の居住者の内

その半数は不法居住者」、「人口約７０万に対して、警察官はたった１８７人」な

どといった報道があるほか、その他の郊外地域でも「通行人が携帯電話や貴金属を

奪われるバイクを使ったひったくりが発生している」との報道があります。なお、

近年、手軽に田舎の風情が楽しめる観光スポットとして人気が高まっているダラ地

区において、邦人旅行者や在留邦人が観光の際に過剰請求（ボッタクリ）被害にあ

うトラブルが増えております。詳しくはこちらの注意喚起を発出していますので、

こちらをご参照下さい。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/od/ryojiMailDetail.html?keyCd=68410 

 

（６） 治安悪化に伴い、自衛措置として武器を携行するミャンマー人も少なくないよ

うです。警察当局による夜間の車両検問では、棍棒、鉄パイプ、金属バット等の武

https://www.anzen.mofa.go.jp/od/ryojiMailDetail.html?keyCd=68410
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器類が多数押収されているとの報道もあります。ミャンマー人とのトラブルには注

意してください。居丈高な態度を取ることで、思いがけず「武器による反撃、抵抗」

を受ける可能性があります。相手方が飲酒している場合は特に注意が必要です。 

 

（７） 夜間に単独でタクシーを利用する女性が、タクシードライバーにより暴行や強

盗の被害に遭うケースも散見されています。タクシーに関しては、以下のような事

例も発生しており、警察当局も警戒を強化していますが、夜間の利用には、細心の

注意が必要です。夜間、単独でタクシーを利用する女性や外国人がターゲットにな

っています。 

（ア） ２０１６年９月、夜間、バハン地区のパールコンドミニアムからライン地区の

自宅に帰宅するためにタクシーに乗ったシンガポール人女性が、移動途中、パラ

ミ通り沿いにあるヤンゴン大学ライン地区キャンパスに連れ込まれ、暗がりで暴

行されそうになる事件が発生しました。女性はタクシーから逃げ出し被害を逃れ

たものの、犯人は捕まっていません。 

（イ） ２０１８年１月２０日、夜間、ミャウッ・ダゴウン地区で、タクシー運転手が

女性客と料金について口論の末、その女性客を車内で強姦して刺殺し、所持金を

奪ったうえで死体を遺棄したという事件が発生しました。 

 

（８） 近年、以下のような邦人が巻き込まれる事件が報告されています。 

(ア) ２０１７年３月、友人と旅行中の邦人女性がヤンゴン市内のドミトリーで相

部屋となった外国人男性から口を押さえられ、暴行されそうになりました。騒

動に気がついた他の宿泊者に助けられました。 

(イ) ２０１７年５月、在留邦人男性が留守中、ヤンゴン市内にある会社事務所に

保管してあった現金数百万チャットが何者かに盗難されました。状況から身内

の関係者が盗んだ可能性が高く、その後、現地スタッフが盗難したことが判明

しました。 

(ウ) ２０１７年５月、在留邦人男性が留守中、ヤンゴン市バハン地区にある多目

的施設内事務所の鍵を壊され、空き巣被害にあいました。ノート PC や外付け

HDD、キーボード、携帯電話が何者かに盗まれました。その後、監視カメラの映

像から、同施設の警備員が逮捕されました。 

(エ) ２０１７年９月、邦人旅行者がスーレーパゴダにて声をかけてきた青年にダ

ラ地区を案内され、当初のガイド料の倍の金額を請求を受けました。手持ちが

ないと断ってもしつこくホテルまで付いてきて、最終的には持っているお金を

支払いました。 

(オ) ２０１７年９月、在留邦人の女性がヤンゴン市内にある自宅の水回りの修理

のため、業者を呼んだところ、寝室に連れ込まれ、強引に迫ってきて暴行され



8 

 

そうになりました。幸いすぐに大家を呼ぶことができ難を逃れました。 

(カ) ２０１７年１０月、在留邦人の男性がシャン州タウンジー市内アパートにお

いて鍵の南京錠の受け側を破壊され、ＰＣ等の空き巣被害にあいました。警察

によると被害者の生活リズムを入念にチェックしたうえで犯行に及んでいると

の見解でした。 

(キ) ２０１８年２月、在留邦人がヤンゴン市内の路上でタクシー待ちをしていた

ところ、背後から複数の男性に襲撃されました。路上に顔を押しつけられ、顔

面に怪我をするとともに、所持していた金品を強奪されました。 

(ク) ２０１８年６月、ヤンゴン市内のバス停で寝ていた在留邦人の男性が警察官

に保護されました。当初、手足のしびれを訴えると共に呂律が回らない状況

で、回復後、ヤンゴン市内で一人で食事をしていたところ、急に眠気を感じ、

その後の記憶がないことが判明。持ち物のすべてを紛失しており、着衣も変わ

っていました。昏睡強盗の被害にあったものと考えられます。 

(ケ) ２０１９年７月、夜間、在留邦人の男性がダウンタウン地区で流しのタクシ

ーを拾い、ホテルに着いた際にドアマンと話している間にタクシーに置いてあ

ったバッグから財布が盗まれていた。 

(コ) ２０１９年１０月、夜間、在留邦人の男性がダウンタウン地区バゴダを観光

中に自転車に乗った男にいきなり殴られ、現金や貴重品の入ったバッグをひっ

たくられた。 

(サ) ２０２３年１月、夜間、在留邦人２名がスーレー・シャングリラ・ホテルか

らも近い Alan Pya Pagoda St を徒歩で移動中に、後ろから迫ってきた複数の男

に襲われる強盗事件が発生。邦人１名が鋭利な刃物のようなもので刺され、救

急車で病院に搬送されました。 

 

３ 防犯のための具体的注意事項 

 以下は、当地で生活する際の注意事項をまとめたものです。一般的にフレンドリーな

ミャンマー人が多いといわれていますが、日本とは違う文化や社会制度、生活習慣があ

ることを理解し、外国で生活しているという意識を持って、常に隙を見せないように心

がけましょう。 

 

（１） 住まいの安全対策 

  サービスアパート、コンドミニアムといった集合住宅や一戸建ての物件を探す際に

は、次の点に留意してください。 

➢ ゲート、ロビーなどに信頼できる警備員が配置され、きちんと警戒に当たっている

か。 

➢ 来訪者があった場合、入居者に通報するシステムになっているか。 
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➢ 侵入防止のために塀上に忍び返しや鉄条網、また窓にはグリル（鉄柵）等が設置さ

れているか。 

➢ 隣から侵入されるような設置物、樹木などはないか。 

➢ 防犯灯は設置されているか。エレベーターには、防犯カメラが設置されているか。 

➢ ドアは頑丈な作りか。鍵は複数設置されているか（古い建物の場合は付け替えても

らうことも一案。）。 

➢ 家主（不動産会社）は信頼できるか。 

 

（２） 生活上の安全対策 

  生活を開始したら、次のような点に注意してください。 

➢ 日ごろから近隣とは良好な関係を維持し反感を買うような言動は慎むようにして

ください。 

➢ 鍵は予備鍵も含めてきちんと管理してください。また、鍵は来訪者や使用人の目の

届く場所に放置しないようにしましょう。就寝の際は寝室で保管してください。 

➢ 自宅周辺等で不審な兆候や疑わしいことがあった際は、すぐに警察、アパートなど

の警備員に通報しましょう。 

➢ 緊急時に備えて、居住地域の警察署の場所、電話番号を確認してください。寝室、

居間などには緊急時の連絡先（会社の同僚、警察・消防、病院、大使館など）を誰

でもわかるように貼り付けておきましょう。また、通報に際して協力してくれるミ

ャンマー人がいればより安心です。 

➢ 来客があった場合は、必ずのぞき窓で確認し、来訪目的を確認してから解錠してく

ださい。 

➢ 親しい知人であっても、見知らぬ人が一緒のときや非常識な時刻の来訪には注意が

必要です。 

 

➢ 家族とは、ふだんから安全対策について話し合ってください。また、お子さんがい

る場合は、両親不在時の注意事項をきちんと決めて書いておきましょう。 

➢ 外出の際は、戸締まりを確実に行い、施錠漏れがないことを確認することを習慣づ

けてください。また、頻繁な停電、不安定な電圧により、火災のおそれがあります

ので、電気ブレーカーを切っておくことも一案です。 

➢ 雇用しているメイドや運転手を信用しすぎないでください。信用できるメイドや運

転手であっても、その家族や友人が必ずしも信用できるとは限りません（個人情報

やスケジュールを不必要に教えない）。 

➢ 当地のタクシーは基本的に料金交渉制で、英語が通じない場合が多いため、トラブ

ルを避けるためにも、配車アプリを利用してタクシーを利用することをお勧めしま

す。配車アプリではタクシーを呼ぶ際に事前に料金、行き先、車両番号、運転手氏
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名も表示されるので、流しのタクシーを利用するよりも安心です。なお、タクシー

運転手の中には、車内に刃物などの凶器を隠し持っている者がいるとの報道があり

ます。これは護身用とも言われていますが、念のため、降車時に料金等でトラブル

になっても大きな声を出したり、相手を誹謗中傷したりするような行為は避けてく

ださい。もしものときに備え、赤色のナンバープレートを確認し、乗車する前に運

転席、助手席ドアに貼られているシティ・タクシーの登録番号を記録しておいてく

ださい。タクシー乗車時の留意事項は次のとおりです。 

 ●夜間の単独乗車、酔っ払っての乗車は避ける。極力、友人らと相乗りする。 

 ●ドライバーの真後ろに乗車する。 

 ●他の客や運転手の「友達・家族」と称する者が乗っているタクシーには乗車し

ない。 

また、他の客を拾わせない。バンタイプのタクシーは、荷台に人がいないかも

確認する。 

 ●未登録のタクシーには乗車しない。 

 ●ドライバーの風体が怪しいなど、直感的に危険を感じたら乗車を避ける。 

 ●近くにホテルがあれば、ホテルから利用する。また会社や自宅から利用する場

合は、警備員に依頼する（第三者を介する）。 

 

（３） 事例別防犯対策 

  傷害や窃盗など多種多様な犯罪が発生しており、邦人の方が被害に遭われること

があります。 

以下は、窃盗等の財産犯に対して、被害を最小限に食い止めるための一般的な注意

事項です。万一、事件に遭遇してしまった場合には、本人及び家族の生命の安全と身

体の保護を最優先として、臨機応変に対応することが望まれます。 

 

（ア） 窃盗（ひったくり、スリ等） 

➢ 混雑する場所（バス車内を含む）では、ショルダーバッグ等から現金が抜き取ら

れることもありますし、目を離した隙に置き引きにあう可能性もあります。また、

突然話しかけられ、相手をしているうちに、いつの間にか背中に背負ったリュッ

クから現金が抜き取られたといった報告もあります。バッグ等の所持品は常に身

につけるか手元から離さないようにしましょう。また、買物等で車を離れる場合

には、貴重品の入ったバッグ等は車内に放置せず、必ず持って出るようにしてく

ださい。 

➢ 万一、被害に遭った場合、窃盗犯は凶器を所持していることもありますので、

決して抵抗することなく、安全を十分確認した後に、周囲の人に助けを求める

のが賢明です。 



11 

 

➢ 一般的に被害に遭った現金・貴重品が本人の手元に戻ることは極めて稀ですの

で、不必要に大金等を持ち歩かないようにしてください。 

（イ）侵入窃盗 

➢ 玄関扉の鍵は二重以上にし、窓を含めて鍵をかけ忘れないようにしましょう。ま

た、定期的に点検を行いましょう。不審な物音等がした際には警察等に通報して

もらえるよう、日頃から隣人やアパートの警備員等との関係を良好に保っておく

ことが重要です。 

（ウ）強盗 

【強盗犯が敷地外等にいる場合】 

➢ 強盗犯が敷地や玄関の外にいる場合には、すぐに警察、警備会社、アパート警備

員等に通報しましょう。 

【住居に侵入してきた場合】 

➢ 避難室がある場合には、その部屋に避難して、安全を確保した後、電話等あらゆ

る手段を用いて警察、警備会社、アパート警備員等に通報しましょう（自宅内で

も常に携帯電話を携行する習慣を付けましょう。）。 

➢ 強盗犯に遭遇した場合には、抵抗しないことが賢明です。両手を上げ無抵抗の意

思を示します。できるだけ犯人に近づかず、相手を刺激しないようにします。金

品を要求された場合は、現金等をゆっくりとした動作で渡すようにします。 

（エ） 遺失 

➢ タクシー、バス等の車内にバッグや財布を置き忘れるなど、不注意からパスポー

ト、財布、携帯電話等を紛失するケースが多く発生しています。荷物から目を離

さず、行動の節目節目では必ず所持品、特に貴重品を点検するよう心がけましょ

う。 

➢ パスポートを紛失した場合、新たにパスポートを申請するためには、申請書、写

真の他に、警察署発行の紛失届出立証書類、戸籍謄（抄）本、身元確認書類（運

転免許証等）が必要となります。紛失等した場合は、速やかに大使館に御相談く

ださい。 

➢ 携帯電話を紛失などした場合の解約方法等について、本人が承知しているだけで

なく、日本にいる家族にも周知しておきましょう。 

 

（オ） その他 

➢ 報道によれば、子供が性犯罪の被害に遭うケースも相当数発生している由です。

子供に対しては、知らない人からの誘いには絶対にのらないよう日頃から注意し

ておく必要があります。 

➢ 夜間や早朝等、人通りの少ない時間帯には、女性のタクシー１人利用や１人歩き

は極力避けましょう。 
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➢ 飲酒時など、ミャンマー人と不用意な言葉等で口論にならないよう気をつけまし

ょう。特に宗教・民族に関する発言には注意してください。 

➢ 考え方や生活習慣の違いでトラブルに発展するケースがしばしばありますが、ミ

ャンマー人が不快に思うような言動は避ける必要があります。これは、短期旅行

者の方に見られる傾向ですが、興奮して大声で怒鳴ったために警察沙汰になった

り、相手が日本語を話さないので日本語で独り言のように相手を誹謗中傷したら

近くに日本語を解する者がいて周りにいたミャンマー人に取り囲まれたりする

ことなどがあります。邦人団体旅行ツアーや日本語を話す現地ツアーガイドさん

と一緒にいると、居心地が良くて、ここが外国であることを忘れがちですが、あ

くまでも文化や考え方、生活習慣が異なる外国であることを強く意識してくださ

い。 

➢ 当地では、女性に対する暴行を刑法第３５４条（女性を辱める目的で暴行などを

行った場合、２年以下の懲役）で規定し、特に女性を保護しています。万が一、

女性に暴力を振るうような行為（特に公衆の面前で）を行った場合、罪刑が加重

される可能性もあります。また、一般的に、ミャンマー人女性に対する暴力は、

ミャンマー人社会からも強い反発や非難を招く傾向にあり、思わぬ事態に発展す

る可能性もあります。 

 

４ 交通事情と事故対策 

（１） 交通事情 

 当地の交通事情は、交通マナー、道路整備状況、自動車整備状況など、どれを取り

上げても、日本とは比較にならないほど劣悪です。特に交通ルールを守る意識は高い

とは言えず、信号のない交差点では四方向から車が進入し身動きがとれなくなったり、

幹線道路でも反対車線を構わず走行したり、センターラインを越えて走行することも

日常茶飯事です。 

また、歩行者優先が全く徹底されていないため、自動車が歩行者の横断を妨害する

ことが常態化しており、さらには歩行者も所構わず車の流れをぬって横断するため、

交通事故が起こりやすい状況となっています。常日頃よりシートベルトを着用し、ス

ピードを出さないよう注意するとともに、街中を歩く際には車の動きに細心の注意を

払う必要があります。 

なお、ヤンゴン・マンダレー間の高速道路では、２０１４年には、４００件の交通

事故が発生し、８００人が負傷、１５０人が死亡しているとの報道があります。この

高速道路は路面の多くがコンクリートで、路面の状況が良好でなく、家畜、犬、歩行

者が自由に横断しバイクの逆走も頻発しています。さらに、ほとんど街灯が設置され

ておらず夜間の運転は特に危険な状況にあります。万が一、高速道路上で事故・トラ

ブルなどに遭遇した場合は、専用ダイヤル１８８０番に通報願います。 



13 

 

 

（２） 交通事故状況 

毎年、交通事故が頻発し、多数の死傷者が出ています。ミャンマー鉄道運輸省の

統計によれば、２０１７年のミャンマー全国の交通事故件数は１８、１７１件、死

亡者数は５、２５０人、負傷者数は２５、４０８人となっています。なお、２０１

７年の日本全国の死亡者数が３、６９４人、負傷者数が５７９、７４６人となって

おり、日本と比較して、人口比で死亡者数が非常に高いのが分かります。なお、ミ

ャンマーでは交通事故が発生しても警察に連絡せず、当事者間で示談処理するのが

一般的であることを考えると、この数字は、実際とは乖離していると考えられま

す。 

交通事故の原因は、スピードオーバー、無理な追越し、急な車線変更や強引なＵ

ターン、信号無視など無謀運転が主な原因です。また、バス・タクシー等の公共交

通機関では、定員オーバー、スピードオーバー、無理な割り込み、整備不良を原因

とする事故が多発しています。 

  ヤンゴン市内では、ピーロードやカバエーパゴダロードなど、スピードの出しやす

い幹線道路や交差点での事故が多発しています。また、こちらがどんなに気をつけて

いても、相手から衝突してくるもらい事故も多く発生しています。 

  なお、交通事故の保険金・補償金は、日本と比べると極めて低額です。また、保険

に加入せず、賠償能力の乏しい者が運転している場合が多いのが実情です。 

 

（３） 交通トラブル対策 

➢ こちらが安全運転をしていても衝突等されてしまう現状から、頑丈で大きな車両を

選ぶことをお勧めします。また、乗車時には必ずシートベルトを着用しましょう（２

０１５年９月から義務化されています。）。 

➢ 自動車の運転は、なるべくミャンマー人運転手に任せましょう。運転手には安全運

転に努めることを雇用時に約束させるとともに、日頃から、「スピードオーバー」、

「車間距離」、「無理な追越し」、「夜間の早期点灯」、「急な車線変更」、「歩

行者・横断者・自転車」等に注意するよう指導することが重要です。急がせたりす

ることは禁物です。 

➢ 自分で運転する場合には、安全運転に最大限努めてください。交通事故（物損事故）

を起こしたことを理由に国外退去処分を受けた外国人がいます。 

➢ 飲酒運転は絶対に避けてください。外国人であっても、飲酒運転により死亡事故を

起こした場合には、重過失致死罪により身柄を拘束される可能性が極めて高くなり

ます。  

➢ 気候の違いや路面状態の悪さから、車両部品の消耗が激しくなり、事故につながる

こともあります。定期的に自動車を点検し、整備不良を原因とする事故を防止しま
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しょう。 

➢ 都市部を除く地域では、街灯が極めて少なく、夜間に発生する事故の割合も多くな

っています。夜間の長距離移動は極力避けましょう。 

➢ 任意保険に加入してください。特に、交通事故で被害を受けても加害者側に賠償能

力がない場合や外国人に被害を与えてしまった場合等も想定し、ミャンマー国外で

の契約を含め相応の補償額を有する保険に加入しておくことをお勧めします。 

➢ 最近、ヤンゴン市内では郊外地域を中心に、禁止されているはずのバイクの走行が

一般的になりつつあります。中には、車間をぬって車道を横切る、割り込む、夜間

の無灯火など無謀な乗り方をする者がいますので、特に郊外地域で車を運転すると

きには特に注意が必要です。また、市街地において電動アシスト付き自転車が普及

しており、車や歩行者との事故・トラブルが増加していますので、十分注意してく

ださい。 

➢ 一時的にミャンマー国内に自動車を持ち込む際、許可の取得を求められる場合

がありますので、ご注意ください。詳しくはミャンマーホテル観光省や商業省に

お問い合わせください。 

 

（４） 交通事故発生時の対応等 

➢ 交通事故が起きてしまったら、警察へ速やかに通報するとともに、けが人がいる場

合は直ちに救護措置を取ってください。 

➢ 市内で事故を起こした場合には、一般事件発生時と同様に１９９番（日本でいう１

１０番）へ、１９９番がつながりにくい場合には、ヤンゴン交通警察本部０１－２

９１２８４～５番、又は、０１－５００００５番に通報してください。ただし、軽

微な物損事故では、その場で示談処理されるのが一般的であり、相手方から警察へ

の通報を拒否される可能性もあります。 

➢ 高速道路上で事故・トラブルなどに遭遇した場合は、専用ダイヤル１８８０番に通

報願います。 

➢ 交通事故は、各地域警察署とは別組織である交通警察が取り扱います。ヤンゴン市

内には７か所の交通警察分室があり、各分室で担当のエリアを持っています。この

ため、警察署から事故現場を管轄する交通警察分室の電話番号等を教えられ、通報

し直すよう指示される場合もあり得ますので、事故現場がどこであるのかを特定し

てから通報するようにすることをお勧めします（平素から地図や懐中電灯を携行す

るよう心掛けましょう。）。 

➢ 事故の相手方とは冷静に話し合いましょう。すぐに人が集まってきますので、周囲

の群衆がこちらに敵意を抱いていないか、車内の所持品が狙われていないか等、周

囲の状況をよく確認してください。人身事故等で加害者となった場合、特に地方な

どでは興奮して集まった住民から暴行される可能性も排除できません。 
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➢ 警察官が現場検証して報告書に署名を求められた場合には、内容をよく確認してか

ら署名してください（信頼できる通訳を自分で用意する必要があります。）。 

➢ 交通事故により負傷した場合には、ミャンマー人、外国人を問わず最寄りの公立病

院に搬送されるのが一般的ですが、私立病院でも負傷者を受け入れています。ただ

し、民間病院の中には、事後の手続等の関係もあり、受入れを拒否するところもあ

ります。なお、公立病院に入院される場合には、医療設備が極めて旧式、脆弱であ

ることに加え、基本的に患者の食事や身の回りの世話や薬の購入等は、全て患者側

が行うこととされており多大な負担がかかります。 

 

５ ミャンマーの法規に関する注意事項等 

（１） 外貨申告制度 

  ミャンマーでは為替管理が厳しく、１０,０００米ドル以上の外貨を持ち込む場合

には、入国の際に「税関申告書」(Customs Department Passenger Declaration Form) 

により申告することが義務付けられています。 

 

（２） 携行品申告制度 

入国の際には、手荷物は原則としてＸ線検査を受け、必要に応じ開披検査を受けま

す。入国時に申告が必要な物品は、「税関申告書」(Customs Department Passenger 

Declaration Form)には具体的に記載されていませんが、４００本を超えるタバコ、

５０本を超える葉巻、１５０mlを超える香水、２Ｌを超える酒類、宝石、貴金属類の

他、カメラ、PC 等の電化製品、ゴルフセットを２セット以上、パソコン２台以上、３

２インチ以上のテレビを携行している場合等、その他５００米ドルを越える携行品

（税関職員の判断）がある場合は申告が義務付けられています。 

また、武器・弾薬類、麻薬類は日本と同様に禁制品であり、偽造通貨、ポルノ関係

の物品、トランプ、模倣品等の持込みは禁止されています。 

出国の際は、国営店又は政府公認店以外で買った宝石類を国外に持ち出すことはで

きません。宝石類を購入した場合は、必ず販売店が発行する証明書を入手し、空港で

提示できるようにしてください。無断で持ち出そうとした場合には、没収の上、処罰

（６か月以上の懲役）されることがあります。また、入国時に申告した物品は、出国

の際に税関において税関申告書との照合を受けてから持ち出す必要があります。 

  なお、ミャンマーでは、軍及び警察関係施設、港湾や橋梁等は原則として写真撮影

禁止とされています。ミャンマー国内を撮影したＤＶＤ等を国外に持ち出す際には、

当局の検閲を受ける場合があります。 

 

（３） 麻薬関係 

麻薬に対する取締りは、ミャンマーにおいても厳しい罰則規定があります。麻薬を
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外国から持ち込んだ場合や所持していた場合など、重大・悪質と判断されるときには

死刑を宣告されることもあります。 

  また、日本で合法的に処方された薬であっても、薬に含まれる成分、含有量などに

より所持しているだけで、ミャンマーの法令上、違法と判断され、重罪に問われる場

合があります。処方薬を持ち込む際は事前に厚生労働省のホームページや在京ミャン

マー大使館に確認することをお勧めします。 

  主な制限薬の例：（Alprazolam(アルプラゾラム)、Bromazepam（ブロマゼパム）、

Clonazepam（クロナゼパム）、Clobazam（クロバザム）、Chlordiazepoxide(クロルジ

アゼポキシド)、Diazepam(ジアゼパム)、Ketamine(ケタミン)、Lorazepam(ロラゼパ

ム)、Midazolam(ミダゾラム)、Nitrazepam（ニトラゼパム）、Phenobarbital(フェノ

バルビタール)、Zolpidem（ゾルピデム）など（２０１８年１２月現在）。 

参考：（ミャンマー保健省食品医薬品局）http://www.fda.gov.mm/?p=1386 

 

近年、アジア地域では、見ず知らずの人物から第三国への運搬を依頼された荷物の

中に麻薬が隠されていたために、出入国時に身柄を拘束され、死刑の判決を受けたと

いうようなケースも発生しています。不用意に他人から荷物等を預かったりしないよ

う注意する必要があります。 

 

（４） 銃器関係 

  ミャンマー国内においても銃器に対する厳しい規制があり、鉄砲等の不法所持者

は、３年以下の懲役、罰金又はその双方を科されます。 

 

（５） 旅行制限 

ミャンマー政府は、安全上の理由等から、国境と接している州を中心に一部地域に

ついて、外国人の立入りを禁止する「旅行制限区域」に指定しています。 

 

（６） 出国禁止措置 

  ミャンマー国内で法を犯した場合や法を犯した可能性があるとして捜査対象とな

った場合には、当該人に対して「出国禁止措置」がとられ、相当期間ミャンマーから

出国できないことがあります。 

 

６ 不測の事態への対処（武力衝突、テロ事件） 

（１）概況 

（イ）ミャンマーでは、１９４８年の独立以来、数々の少数民族武装組織が自治権の獲得等を目指

して武装闘争を行い、一部組織による爆弾テロ事件も発生してきましたが、 ２０１１年３月に

発足したテイン・セイン政権は少数民族武装組織との国内和平を最優先の課題の一つに掲げ、

http://www.fda.gov.mm/?p=1386
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２０１５年１０月、８つの少数民族武装組織との間で全国規模の停戦合意に署名し、２０１６

年 1 月に政治対話が開始されました。国民民主連盟（ＮＬＤ）政権になってからは２０１６年

８月、アウン・サン・スーチー国家最高顧問の主導の下、多くの少数民族勢力、ミャンマー政府

及び国軍代表者の出席を得て「連邦和平会議（２１世紀ピンロン会議）」が開催され、国民和解

と和平の実現に向けた進展がありましたが、カチン州やシャン州北部、ラカイン州北部などに

おいて、依然として一部の少数民族武装組織と国軍の間では散発的に戦闘が発生しています。 

（ロ）バングラデシュと国境を接するラカイン州北部では、長年にわたり対立してきたラカイン

族仏教徒とイスラム教徒（いわゆるロヒンジャ）との間で、2012 年 6 月以降、衝突が発生

し、多くの死傷者及び避難民が出たことから、同州全土に緊急事態宣言が発令されま

した。その後、情勢は一旦安定し、2016 年 3 月、同宣言は取り下げられましたが、

2016 年 10 月及び 2017 年 8 月、州北部において、武装集団による治安機関への襲撃

事件が発生し、その後の情勢不安定化により、大きな人的、物的被害が生じたほか、

多数の避難民が流出しました。その後も州北部ではアラカン軍（AA）と国軍との間で

戦闘が発生し、一時的停戦と戦闘再開を繰り返しており、不安定な情勢となっていま

す。 

(ハ)ヤンゴン市内では、これまでに何度か爆弾事件が発生しています。２０１０年４月

にはミャンマー最大のお祭りである水掛祭で混雑を極めていたカンドージー湖の南

側路上に手榴弾３個が投げ込まれ、１０人が死亡、１６８人が負傷するという甚大な

被害を伴うテロ事件が発生しました。２０２１年２月の国軍によるクーデターの発生

以降は、治安当局とその弾圧に対抗する勢力との間で、武器や爆弾を用いた特定の対

象を狙った事案が、ヤンゴン市内を含むミャンマー全土で発生しています。最近の事

例では、２０２２年６月、ヤンゴン中心部のバス停で爆弾が爆発し、１名が死亡、９

名が負傷しました。 

 

  爆弾事件等のテロは、いつ、どこで発生するかを予測することは極めて困難ですの

で、その巻き添えとなる危険性は常に存在すると言わざるを得ません。不測の事態に

巻き込まれることのないよう以下の事項に十分留意して行動し、危険を避けるように

してください。 

➢ 集会やデモが行われている場所には決して近づかないでください。一見平和裏に行

われている集会やデモであっても暴力行為や破壊活動を伴う騒乱事案に発展する

場合があります。 

➢ 標的となる可能性のあるパゴダ、モスク等宗教施設、イスラム諸国大使館、イスラ

ム教徒居住地域、国連関連施設、政府機関、軍・警察関連施設には可能な限り近づ

かないでください。 

➢ ミャンマーでは、過去にショッピングセンター、映画館、バス停や市場などでも爆

弾事件が発生しています。人が多く集まる場所では、周囲への警戒を怠らないよう
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にしてください。また、不審人物や不審物を察知したら速やかにその場から離れて

ください。 

➢ 仮に周辺で爆弾事件が発生した場合は、速やかに現場から離れてください（第２の

爆発があり得ます。）。 

➢ 自家用車に爆弾を仕掛けられる可能性がありますので、①夜間、長時間にわたり

路上や警備員のいない駐車場に車を放置しない、②自宅や事務所のガレージに

外部から不審者が近づけないように工夫する、などといった対策を心掛けてく

ださい。 

 

７ 誘拐対策 

日本人をターゲットとした誘拐事件はミャンマー国内では発生していませんが、世

界的には日本人が被害者となる誘拐事件が発生しています。海外では、「目立たない」、

「行動を予知されない」、「用心を怠らない」の安全のための３原則を順守し、隙を

見せないよう心がけてください。 

詳しくは、外務省「海外安全ホームページ(http://www.anzen.mofa.go.jp/)」の

渡航関連情報や各種パンフレットを御覧ください。 

 

８ 医療事情 

ミャンマーにおける医療事情については、以下の外務省ホームページを御参照く

ださい。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/asia/myanmar.html 

 

Ⅲ 緊急事態に備えた対策 

「不測の事態への対処」の項で説明しましたとおり、ミャンマーでは、様々な要因を

引き金として、治安情勢が急変する可能性が排除できません。また、大型サイクロン、

地震などといった大規模な自然災害はいつ発生するか予測できません。 

緊急事態が発生した場合、大使館では領事メールやメールマガジン等により邦人の皆

様への迅速な情報提供や安否確認を行うなど、全力で対応に当たりますが、まずは邦人

の皆様が各々責任を持って自己の安全対策に努めていただくことが重要です。 

また、緊急事態が発生する可能性が高まった際には、早期の退避（出国）を念頭に行

動してください。その際には、商用定期便が運航されているうちに退避（出国）するこ

とが重要であり、外務省から発出される海外安全情報（危険情報）や滞在国における危

険に関する報道・情報等に最新の注意を払ってください。 

以下は、仮に緊急事態に遭遇してしまった場合に、的確かつ迅速に対応できるよう、

平素からの心構えや準備、また緊急時の行動等をまとめました。緊急時に冷静に対応で

http://www.anzen.mofa.go.jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/asia/myanmar.html
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きるよう参考にしてください。 

 

１ 平素の心構え 

（１） 緊急事態はいつ発生するかわかりません。緊急事態に備え、携行品等の準備

をしておくとともに、家族や社内等で緊急時の連絡方法や対応等について予め話し

合っておくことが重要です。また、日頃より家族、その他関係先に対して、自分の

所在地を連絡しておくよう心がけてください。 

（２） 緊急事態発生時の大使館による所在確認は、皆様の安否確認を行う上で重要

となります。「在留届」、「住所・連絡先の変更／帰国の届出」の確実な提出をお

願いいたします。 

（３） 緊急事態発生の危険が高まった際には、早期に安全な国・地域へ出国・退避

することが最良の安全対策です。そのためにも旅券（パスポート）の所在や有効期

限を常に把握し、いざという時には現金などともに直ぐに持ち出せるようにしてお

いてください。 

（４） 緊急事態が発生、又は発生するおそれがある場合、大使館では邦人保護に万

全を期すための情報収集、情勢分析及び対策の策定を行い、緊急連絡網、領事メ

ールやメールマガジン、ホームページ等を通じ随時皆様にお知らせします。在留

邦人の皆様におかれましても、平静を保ち、流言飛語に惑わされたり、群集心理

に巻き込まれたりしないよう心がけてください。また、テレビ、ラジオ、インタ

ーネット等を通じ、情報収集に最大限努めてください。 

（５） 緊急事態発生に際しては、お互いに助け合って対処することが重要です。大

使館から在留邦人の皆様に対し、様々な御協力をお願いすることがありますの

で、よろしくお願いします。 

 

２ 平素の準備 

（１）連絡体制の確立・整備 

（ア）「在留届」等の提出 

【在留届】  

電子届出システム https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/ を御利用くだ

さい。 

✓ 当地に３か月以上滞在される予定の方 

◆ 外国に住所若しくは居所を定めて３か月以上滞在する方は、旅券法第１

６条により、その地域を管轄する日本大使館又は総領事館に届け出るこ

とが義務付けられています。 

◆ 「在留届」が提出されていない場合、大使館ではその方が海外に滞在し

ている事実を認知することができず、万一の場合、その方の安否確認等

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/
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の連絡を行うことができません。また、外務省では、大規模な災害等が

発生した場合には、「在留届」に記載された電子メールアドレスに緊急

メールを発信していますが、この緊急連絡も受けることができませんの

で、忘れずに御提出ください。 

【住所変更届等／転出・帰国届】 

✓ 日本への帰国（休暇等一時帰国を除く。）、又は第三国へ転居された方 

✓ ミャンマー国内で引っ越し等による住所変更があった方 

✓ 電話番号など連絡先に変更があった方 

◆ 記載内容に変更があった場合は、電子届出システムで提出された方は同

システムから、大使館領事窓口、ファックスで提出された方は、「住所変

更届等／転出・帰国届」に必要事項を記入の上、領事窓口、ファックス、

メール等の方法で御提出ください。 

 

（イ）「たびレジ」の登録 

  在留届の提出義務のない３か月未満の短期渡航者の方（海外旅行者・出張者を含

む）につきましては、外務省海外旅行登録（「たびレジ」）に、滞在予定等を御

登録いただけます。滞在先の海外安全情報や緊急事態発生時の緊急メール、また

いざという時の緊急連絡の受け取りが可能となります。以下を御参照ください。 

   https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

 

（ウ）緊急連絡網 

   緊急事態発生に際しては、大使館からヤンゴン日本人会、ミャンマー日本人商工

会議所、ＪＩＣＡヤンゴン事務所、ＪＥＴＲＯヤンゴン事務所、ヤンゴン日本人

学校等の各緊急連絡網を活用した速やかな情報伝達等をお願いすることがあり

ます。各緊急連絡網に記載事項の誤りや変更があったときは、各団体の担当者の

方に連絡の上、正確な連絡先を登録いただきますようお願いします。また、緊急

連絡網に基づく緊急連絡は誰から来て誰につなぐのか等、平素から確認し情報伝

達が滞りなく行われるよう心掛けてください。なお、各団体の緊急連絡網に属し

ていない方については、大使館から「在留届」を基に直接連絡を行います。 

 

（２） 情報入手方法の確立（当館「在留邦人向けメールマガジン」への登録依頼等） 

   平素からテレビ、インターネット等を通じて最新の治安情勢を入手するよう心

掛けてください。情報発信の手段としては、外務省・大使館ホームページのほか

に「在留邦人向けメールマガジン」があります。在留邦人の皆様におかれては、

大使館からの情報が速やかに受信できるよう当館メールマガジンへの登録をお願

いします。なお、登録方法は大使館ホームページの領事情報を御参照ください。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
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（https://www.mailmz.emb-japan.go.jp/cgi-bin/cmd/index.cgi?emb=myanmar) 

① ホームページ 

外 務 省 海 外 安 全 ホ ー ム ペ ー ジ ：

https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_018.htm

l#ad-image-0 在ミャンマー大使館ホームページ：https://www.mm.emb-

japan.go.jp/itprtop_ja/index.html  

 

② アプリケーション（海外安全アプリ）              

 海外で滞在される方に安全に関する情報をお届けすることを目的とした

アプリケーションです。スマートフォンの GPS 機能を利用し、現在地や周辺

国・地域の海外安全情報を表示できるほか、任意の国・地域を「MY 旅行情

報」機能から選択することにより、その国等の海外安全情報が発出された場

合に受信することができます。詳細は下記ホームページをご覧ください。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_kaian_app.html 

 

（３）一時避難場所・緊急避難場所の確認 

（ア）一時避難場所 

緊急事態に巻き込まれそうになった場合のとりあえずの避難場所を常日頃か

ら検討しておいてください。自分がどの場所（勤務先、通勤途上、自宅等）で、

どのような事態に巻き込まれる可能性があるのか、いくつかのケースを想定し、

それぞれのケースでの一時避難場所等を予め検討しておいてください。 

（イ）緊急避難場所 

    緊急事態発生時、状況に応じて大使館から緊急避難場所への集合を連絡するこ

とがあります。緊急避難場所は大使館事務所、大使公邸、日本人学校、空港等が

想定されますので、その位置やルートを確認しておいてください。 

 

（４）緊急持ち出し品、備蓄品等の準備 

（ア）旅券（パスポート） 

    旅券は、いつでも持ち出せるように自分自身で管理するようにしてください。

国や地域によっては、入国乃至は査証取得の際に、旅券の残存有効期間が一定期

間以上（多くの場合６か月以上）残っていることを条件としていますので、速や

かな出国・渡航が可能となるよう御自身の旅券の残存有効期間が６か月以上ある

ことを常時確認しておいてください。旅券の切替えは、残存有効期間が１年未満

になったら申請することができます。 

（イ）現金、貴金属、預金通帳等の有価証券、クレジット・カード 

    これらのものは、緊急時に旅券同様すぐ持ち出せるよう保管しておいてくださ

https://www.mailmz.emb-japan.go.jp/cgi-bin/cmd/index.cgi?emb=myanmar
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_018.html#ad-image-0
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_018.html#ad-image-0
https://www.mm.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
https://www.mm.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_kaian_app.html
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い。現金は家族全員が１０日間程度生活できる外貨及び当座必要な現地通貨、商

用機での国外退避が必要となる場合の所要金額を予め用意しておくことをお勧

めします。 

（ウ）自宅待機用備蓄品 

    状況によっては買物のための外出が困難となる場合、あるいはしばらくの間自

宅で待機する方が安全な場合があります。そのため、避難・退避用携行品ととも

に、自宅待機用として、非常用食料（米、調味料、缶詰類、インスタント食品、

粉ミルク等の保存食）、飲料水（ミネラルウオーター）、医薬品、燃料等を家族

全員が１０日間程度生活できるほどの量を準備しておくことをお勧めします。 

（エ）避難・退避用携行品 

突発的な緊急事態発生時は、安全な場所に避難・退避するための輸送手段が限

られたり、徒歩で移動する必要が生じたりしますので、避難・退避用携行品の準

備が必要（最低３日間程度）です。携行品は直ちに持ち出せるよう予めまとめて

保管（リュックサックにいれておく等）しておくとよいでしょう。 

（オ）電池式（発電式）短波・ＦＭラジオ 

緊急事態では、固定電話や携帯電話、電力が使用できなくなる場合も想定され

ます。状況によっては、日本国外務省からＮＨＫ短波ラジオ国際放送（ラジオジ

ャパン）を通じて、海外危険情報や在留邦人に対する具体的な助言について情報

提供を行うことがあります。また、大使館からも短距離ながらＦＭ放送（周波数

は９７．３０ＭＨＺ）を使った情報提供を行うこともありますので、電池式（発

電式）で短波、海外ＦＭ放送が受信可能なラジオを準備しておくことをお勧めし

ます（予備電池の準備もお忘れなく。）。 

（カ）自動車の整備 

自動車をお持ちの方は常に整備し、燃料は常時十分に入れておくことをお勧め

します。車内には、懐中電灯、地図、ティッシュ等を備えておくと、いざという

ときに有用でしょう。また、自動車をお持ちでない方は、近くに住む自動車をお

持ちの方と平素から連絡を取り合い、必要な場合に同乗できるよう相談しておく

ことをお勧めします。 

（キ）緊急事態に備えての備蓄品等チェック・リストの活用 

上述の自宅待機用備蓄品、避難・退避用携行品等について簡潔に取りまとめた

チェック・リストを巻末に添付しますので、参考にしてください。 

 

３ 緊急事態が発生した場合、又は発生するおそれがある場合の対応 

 最新情報の入手に努め、危険を避けてください。 

（１） 緊急事態が発生した場合、又は発生するおそれがある場合には、まずは、国内、

海外のテレビ・ラジオ、インターネットなどから最新情報の収集に努め、極力、危
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険な場所に近づかないようなどご自身の安全の確保を心がけてください。 

（２） また、日本人相互間で緊密な連絡を取り合うことも重要ですが、情報交換をさ

れる際には必ず情報源（大使館、日本人会、警察、テレビ・ラジオニュース等）を

確認し、正確な情報を共有するようにしてください。在留邦人の皆様におかれては、

流言飛語に惑わされたり、群集心理に巻き込まれたりすることのないよう、正確な

情報に基づいて、冷静に行動するようにしてください。 

（３）日本国外務省・大使館からは、治安状況等に応じて、４段階の「海外安全情報（危

険情報）」が発出されます（巻末「海外安全情報とは」参照）。 

（４）状況によっては、大使館から、自宅待機や避難・退避のための集合場所・時間等

を連絡する場合があります。ただし、これらの連絡は、法的拘束力を持たないため、

最終的には邦人の皆様各自の責任において判断・行動されることになりますが、可

能な限りこれらの連絡を踏まえて行動していただくようお願いします。 

（５） 大使館から皆様への主な連絡手段は以下を予定しています。 

 連絡手段が遮断されていない状況 

   【通常時】 

✓ 在留邦人向けメールマガジンの配信 

✓ 大使館ホームページ・外務省海外安全ホームページへの掲載 

✓ 日本人会会報誌「パダウ」への掲載 

   【皆様の安否確認や極めて重要かつ緊急な情報伝達を必要とする場合】 

✓ 緊急連絡網等による電話、ＳＭＳ等での緊急連絡 

✓ 「在留届」に記載された電子メールアドレス等への緊急メールの発信 

 固定電話・携帯電話ともに不通の状況に陥った場合 

 当館からのＦＭ放送（周波数は９７．３０ＭＨＺ） 

   【市内移動が可能な状況の場合】 

✓ ヤンゴン日本人会の了承を得て、会報誌「パダウ」号外の発行 

✓ 主なホテル・日本食レストランへの大使館からのお知らせの「貼り出し」 

  【市内移動が可能な状況で、皆様の安否確認が必要な場合】 

✓ 大使館員による邦人宅への戸別訪問 

   【市内移動が不可能な状況で、皆様の安否確認や極めて重要かつ緊急な情報伝達

を必要とする場合】 

✓ ＮＨＫ国際テレビ・ラジオによる放送（ＮＨＫワールド・ホームページ 

      ：http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/japanese/top/index.html) 

 

（６） 緊急事態が発生した際には、企業におかれては各社の体制に基づき社員とその

家族及び出張者等の安否について確認を行うとともに、本邦にある本社等への共有

とあわせて大使館までご連絡をお願いします。また、在留届未提出の在留邦人の方、

http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/japanese/top/index.html
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「たびレジ」未登録の短期渡航者の方は、速やかにその所在を大使館に連絡してく

ださい。 

（７） また、大使館はさらに邦人の方々のさらに詳しい状況を把握するために、領

事メールやインターネットを利用したアンケートを通じて安否確認を行うこと

もあります。なお、インターネットを利用したアンケート方式の安否確認の例は、

次のとおりです。いずれにしましても、緊急事態が発生した際に安否確認を行う

ためには、メールアドレスや携帯番号が必要になりますので、「在留届」又は「た

びレジ」への登録をお願いします。 

インターネットを利用したアンケート方式による安否確認 

ア．「在留届」または「たびレジ」に登録されたメールアドレスに、在ミャンマー大

使館のメールアドレスから安否確認のメールが送付されます。 

イ．アンケートに回答を入力後、返信して完了です。なお、回答内容により、電話、

メール等を通じ、大使館から回答者に対して連絡が行われることがあります。 

 

（８） 過去の例からみると、緊急事態が発生した際、大使館には様々な照会が殺到し、

電話が通じにくい状況になることが予想されます。大使館の電話回線を確保すると

の観点から、各団体に所属している方は、各団体組織を通じて大使館にお問い合わ

せいただくよう御協力をお願いします。 

 

４ 退避・出国 

○外務省から発出される「海外安全情報（危険情報）」（以下４（１）ご参照。）や滞在

国における危険に関する報道・情報等に最新の注意を払ってください。外務省から退

避勧告（危険情報のレベル４）が発出された場合、又はそれ以前でも滞在国の事態が

悪化し、危険が急迫している場合には各人や所属会社等の判断により、退避（出国）

を検討し、可能な限り速やかに退避（出国）してください。商用定期便が飛ばなくな

ってからでは遅いので、退避しなければならない状況になる前に、努めて早く国外へ

避難することが重要です。 

○日頃から情勢に関する情報収集を行い、努めて早くから家族や業務に支障の無い

方々を民航機があるうちに出国をお願いします。 

騒乱等が発生した際は、一般的には自宅（旅行者の場合はホテル）か職場に行き、事

態が鎮まるまで待機する方が安全です。また。生命、身体に危害が及んでいる、又は及

ぶ恐れがある場合には、所轄警察署に通報し、救援を求める等適切な措置をとるととも

に、迅速かつ詳細にその状況を大使館に通報してください。住民間の緊張・対立が続い

ている状況や屋外で銃声がするようなときは、窓には近寄らず、また断水に備えて浴槽

に水を溜めておくようにしてください。 
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（１） 危険情報の発出 

大使館から発出される危険情報等には常に留意してください。各危険情報における

対応の目安は次のとおりです。 

➢ 「レベル１ : 十分注意してください。」 

    その国・地域への渡航・滞在に当たっては、危険を避けていただくため特別な

注意が必要です。 

➢ 「レベル２ : 不要不急の渡航は止めてください。」 

 その国・地域への不要不急の渡航は止めてください。渡航する場合には特別な

注意を払うとともに、十分な安全対策をとってください。 

➢ 「レベル３ : 渡航は止めてください。（渡航中止勧告）」 

その国・地域への渡航は、どのような目的であれ止めてください。（場合によ

っては、現地に滞在している日本人の方々に対して避難の可能性や準備を促す

メッセージを含むことがあります。） 

➢ 「レベル４ : 退避してください。渡航は止めてください。（退避勧告）」 

    その国・地域に滞在している方は滞在地から、安全な国・地域へ退避してくだ

さい。この状況では、どのような目的であれ新たな渡航は止めてください。 

（２）チャーター機、自衛隊機等による退避 

 （ア）商用定期便が利用できない場合には、状況により日本政府によるチャーター機、

自衛隊機等の派遣が検討されますが、これらも輸送の安全が確保されない場合に

は派遣を見送らざるを得ない場合が生じ得る点を御理解願います。 

（イ）チャーター機、自衛隊機等が派遣される際には、ＮＨＫ国際テレビ・ラジオ、

大使館や外務省ホームページ、メール、電話、ＦＭ放送等でお知らせしますので、

万一の場合に備えて日頃からラジオなどを備え付けておくことをお勧めします。

（チャーター機等の利用に当たっては、通常、片道エコノミー正規料金の支払が

必要となります。） 

 （ウ）チャーター機等による退避の際の留意事項は次のとおりです。 

✓ 大使館から、退避のための集合場所・時間等を連絡します。 

✓ 集合場所までは自力で集合していただきます。 

✓ 旅券及び退避用携行品は必ず携行してください。 

退避する際には、服装は肌の露出が少なく・動きやすく、履物は運動靴など丈

夫なものにしてください。荷物は機内持込みが可能なサイズの荷物１個／１人に

なると見込まれます。また、荷物はリュックサック等で携行すると何かと便利で

す。 

なお、集合場所へは可能な限り大使館員を派遣するようにしますので、現地で

はその指示、誘導に従ってください。 
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（３） 退避報告 

退避に際し、又は退避後、速やかに退避手段（便名等）及び出国先を大使館、又

は外務省「海外邦人安全課」（外務省代表＋８１－３－３５８０－３３１１）に連

絡してください。 

なお、危険情報「レベル４ : 退避してください。渡航は止めてください。（退

避勧告）」が発出されても、退避手段や空港への移動の際の安全が確保できない等、

やむを得ない事情により退避できない方は、大使館と緊密な連絡を確保するととも

に、状況が許し次第速やかに退避するように努めてください。 

 

（４） 空港閉鎖の場合 

緊急事態が発生、又は目前に迫り、空港が閉鎖され、航空機による退避が不可能

な状態になった場合には、基本的に自宅待機することになると見込まれます。特に、

戒厳令（外出禁止）が敷かれた場合や外出（集合場所への移動等を含む）が危険と

判断される期間中は、自宅待機して状況の推移を見守っていただくこととなりま

す。 


